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12 月１１日(日)から 3 泊 4 日の日程で、沖縄県へ

の修学旅行を実施しました。 

この修学旅行に向けて、沖縄に関するテーマごとの

調べ学習や発表、新聞作りなど、2 学期はじめから

事前学習に取り組んできました。沖縄を訪れ、多く

のことを学び、現地の方々と触れ合う中で、心温ま

る感動的な体験をしました。 
 

１日目は、クラスごとに糸数壕や旧海軍司令部壕等

を見学し、沖縄戦の映像や写真、資料から平和につ

いて学習を深めました。 

２日目は、ジンベイザメが悠々と泳ぐ美ら海水族館

を見学したあと、クラスごとに、沖縄植物園見学を

したり、森のガラス館での体験を楽しんだりしまし

た。また、フェリーで伊江島に渡り、サイクリング

を楽しむ等の離島体験をするクラスもありました。 

３日目は、タクシーを利用した班別研修を行いまし

た。沖縄の青い海で、マリンスポーツやカヌー体験

を楽しむ班もありました。 

４日目は、最終日。沖縄の歴史や文化を象徴する城

であり世界遺産に登録されている首里城公園を全員

で巡り、帰路につきました。 

沖縄の自然や風土、文化や歴史、人の温かさに触れ

た４日間、体験することの意味や大切さを実感し、

生涯心に残る高校時代の思い出ができました。 

芸術文化祭・新人体育大会・関東大会出場の活躍！ 

沖縄で平和と文化を学ぶ修学旅行 

●全国大会・関東大会出場！ 
テニス部女子：全国選抜高校テニス大会出場 

  陸上部：関東高校選抜新人陸上競技選手権大会へ多数出場、ジュニアオリンピックカップＵ１８陸上競技大会三段跳２名出場 

ソフトテニス部男子:県予選 1位で関東選抜ソフトテニス大会出場    弓道部：関東高等学校弓道個人選手権選抜大会出場 

●県新人体育大会 
ソフトテニス部男子：団体戦１位、個人戦１位      剣道部女子：団体戦２位、個人戦２位 

テニス部女子：ダブルス２位、シングルス３位      水泳男子：背泳ぎ 200m１位、バタフライ 100m・200m１位 
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県高校芸術文化祭は、10 月から 11月にかけて全県下で開催され、今年も各部門において南高生の活躍が目立ちました。 
●芸術文化祭賞 自然科学部門（生命科学部・物質化学部）ポスター部門（美術部） 囲碁部門 男子個人（クイズ研究会･囲碁） 

●優秀賞        音楽部（合唱部門）吹奏楽部門（吹奏楽部）茶道部門（茶道部）放送部門［オーディオメッセージ］（放送部） 

文学部門[小説１名・短歌５名・俳句３名]（文芸部）囲碁部門 女子個人（クイズ研究会･囲碁） テーマ部門  

●優良賞        演劇部門（演劇部）自然科学部門（物理宇宙部）●奨励賞 書道部門（書道部） 

その他、県内・関東・全国の大会においても活躍しました。 
●科学の甲子園山梨大会 総合第１位・第３位 ●日本学生科学賞 県議会議長賞（生命科学部） ●生徒の自然科学研究発表会 教育長奨励賞 ●化

学グランプリ 支部奨励賞 ●U-16 プログラミングコンテストプレ全国大会 出場（数理情報部） ●ロボコンやまなし２０２２ 競技部門 優勝・

銅賞・アイデア賞（数理情報部） ●関東地区高校放送コンクール 優秀賞（放送部） ●関東合唱コンクール 高校 A 部門 銅賞 ●県高校英語ス

ピーチコンテスト 第１位 ●金融経済クイズ選手権 準優勝２名 ●県高校生英語ディベート大会 優良賞・ベストディベーター賞 ●青少年読書感

想文県コンクール 特選４名 ●県高校地歴科公民科部会 読書感想文の部 最優秀賞 小論文の部 優秀賞 ●関東地区高校小倉百人一首かるた大会 

出場（文芸部） ●高校軽音楽コンテスト中部大会 出場(軽音楽部) ●関東地区高校文化連盟将棋大会 出場、関東高校囲碁選手権大会 出場（ク

イズ研究会） ●関東甲信越地区高校スピーチコンテスト 出場 ●山日高校生俳句・短歌大賞 短歌部門 大会大賞 ●税に関する高校生の作文 甲府

税務署長賞 ●山梨ヴォーカルアンサンブルコンテスト 高校部門 金賞 
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学 校 紹 介 号 

南の島で熱い体験学習！ 



●３月１４日（火）SSH 研究発表会が予定されています。保護者

の方々をお招きし、日頃の研究成果を発表します。 

■１学年フロンティア探究Ⅰ「課題研究」発表 
１年生は南高独自のポートフォリオを使用し、協働的課題研究に取

り組んでいます。この１年間の課題研究をパワーポイントにまと

め、クラス内で発表します。 

 

■２学年フロンティア探究Ⅱ「課題研究」発表 
２年生の課題研究発表は他学年や外部へ発信する貴重な機会とな

ります。南高校のポスター発表は、全２年生徒が行うので、様々な

６０研究の内容が見られるのも他にはない大きな特徴です。ＳＳＨ

指定校ならではの長年培われた理系の研究発表だけではなく、地域

社会をより良くするにはどうしたらよいかを検討した文系の研究

もあり、多角的な視点を養っていけるような試みを行います。  

生命科学部・物質化学部芸術文化祭賞受賞！ 
生命科学部と物質化学部は、１１月６日(日)におこなわれた第 4３回

山梨県高等学校芸術文化祭自然科学部門において、芸術文化祭賞を受

賞しました。来年７月、鹿児島で開催される全国総合文化祭へ出場し

ます。 

 

 

 

 

              
 

 

 

 

１月２０日（金）長野県にあるシャトレーゼスキーバレー小海

において、１年生の冬の最大の行事であるスキー教室を実施し

ました。初級、中級、上級と自分のレベルに合わせて少人数の

グループに分かれ、インストラクターの方々に丁寧に教わりな

がらスキーを楽しみました。はじめはおそるおそる滑る姿も見

られましたが、講習を終える頃には、それぞれが上達し、気持

ちよさそうに斜面を滑り降りていました。大自然に親しみ、貴

重なリフレッシュ時間を過ごすことができました。 

   

 

「科学の甲子園」全国大会出場決定！ 
 

■季節を感じて「１学年スキー教室」 

第７回大村智 自然科学賞受賞！ 
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山梨県立甲府南高等学校 
〒400-0854 甲府市中小河原町２２２ 

Tel:055-241-3191  Fax:055-241-3145   

 URL https://www.kofuminami-h.ed.jp 

各分野のスペシャリストである大学の先生方 10 名が、出張講義をしてく

ださいました。１学年の 12月は将来の方向性を決めていく大切な時期で

す。生徒全員が熱心に講義に参加しました。講義テーマは次の通りです。 

①人文科学「共に生きることの哲学－ケアの倫理から考える」 ②教育「第

２言語習得理論から見る英語学習のあり方」 ③社会科学「経済学を実験

する」 ④理学「インクジェットの物理学」 ⑤工学 A「仮想空間のための

技術」 ⑥工学 B「燃料電池の原理と応用について」 ⑦生命科学「未来の

生殖技術～絶滅動物の復活や宇宙での生殖は可能だろうか～」 ⑧薬学「微

生物学 ヒトと病原菌の戦い」 ⑨看護「看護という仕事について～求め

られる能力と課題～」 ⑩医学「小児がん」 

 

■三年ぶりの想い、響かせて

生命科学部アブラナ班が「異種

花粉拒絶機構の遺伝解析 ～ア

ブラナ科植物の種間不和合性

～」の研究が認められ、第７回

大村智自然科学賞を受賞しま

した。表彰式当日は、ノーベル

賞受賞者の大村智先生より、直

接励ましのお言葉もいただき

ました。 

■未来の自分をデザイン 『大学出張講義』を実施しました 

1２月１７日(土)に総合教

育センターにおいて「第１

２回科学の甲子園」山梨大

会第２ステージが実施され

ました。甲府南 B チームが

総合優勝し、３月に茨城県

で実施される全国大会の出

場権を得ました。また、甲

府南 A チームも２位に入賞

しました。 

 

●Frontier Spirit ―開拓者精神― 

旺盛な意欲と行動力を持ち、未知の分野に踏み込む

ことを恐れない勇気を意味する、本校の校訓です。 

全国大会へ出場! 

１２月２０日（火）本校体育館において第４５回『歌声コンクール』が行

われました。これは伝統的に続いている１年生、２年生合同の文化行事で

す。今年度のテーマは「青春謳歌」。各クラスから募集するポスターコン

クールも、完成度の高い作品がたくさん出品されました。感染対策を万全

にしながら、朝、昼休み、放課後と熱心に練習に取り組み、本番に臨みま

した。他学年はリモートにより教室で鑑賞する中、マスクをしながらの発

表でしたが、体育館一杯に各クラスの歌声が広がり、歌う楽しみと喜びを

三年ぶりに味わうことができました。 

 

特集 ■科学的視点で問題解決を図るＳＳＨ研究発表会が行われます。 
スーパーサイエンスハイスクール 

tel:055-241-3191
http://www.weblio.jp/content/%E6%97%BA%E7%9B%9B%E3%81%AA
http://www.weblio.jp/content/%E6%97%BA%E7%9B%9B%E3%81%AA
http://www.weblio.jp/content/%E8%A1%8C%E5%8B%95%E5%8A%9B
http://www.weblio.jp/content/%E5%88%86%E9%87%8E
http://www.weblio.jp/content/%E8%B8%8F%E3%81%BF%E8%BE%BC%E3%82%80
http://www.weblio.jp/content/%E8%B8%8F%E3%81%BF%E8%BE%BC%E3%82%80
http://www.weblio.jp/content/%E6%81%90%E3%82%8C
http://www.weblio.jp/content/%E5%8B%87%E6%B0%97

